
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る

私
の
個
店
に
は
工
作
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
も

毎年人気の消防車試乗体験

主　な　イ　ベ　ン　ト
ところ　カルチャーパーク第 3駐車場（私の個店と消防パレードを除く）
オ�ープニングアトラクション・開会式（午前 ９時半～10時45分）
　市制施行60周年を記念し、市のプロモーション動画の上映、学校などで歌
い継がれている「Ｗｉｔｈ　ｙｏｕ　ありがとう」のコンサートや友好都市・
韓国京

キョン

畿
ギ

道
ド

坡
パ

州
ジュ

市の伝統芸術団「浩
ホ

演
ヨン

」による公演などを行います。
私�の個店（午前 ９時半～午後 ３時・みずなし川緑地右岸、カルチャーパーク
第 ４駐車場、陸上競技場南側芝生広場）

　趣味の手作り品やリサイクル品など掘り出し物が並ぶ「私の個店」。今年は
約１６０のテントが並びます。
ス�テージパフォーマンスショー（午前11時～）
　ダンスや歌など、趣味や特技を生かしたパフォーマンスを披露します。
消�防パレード（午後 ０時15分～ ０時45分・水無川右岸道路）
　消防車などが歩行者天国をパレード。抽選で20組40人が試乗体験できます。
　※抽選は午前10時にカルチャーパーク第 4駐車場西側で実施。全席指定
映�画「じんじん秦野編」応援イベント（午後 ３時～ ３時15分）
　自然豊かな秦野を舞台に、製作の準備が進められている映画「じんじん秦
野編」。監督の山田大樹さんと企画・主演の大地康雄さんが、映画への思い
を語ります。
抽�選会（午後 ３時20分～ ３時45分）
　旅行券や食事券などが当たるお楽しみ抽選会があります。今年は「じんじ
ん特別賞」、「坡州市特別賞」もあります。

　100点の応募があり、次の方が入賞しました（敬称略）。
11月 ３ 日（火）の午後 ２時15分から、市民の日会場（カ
ルチャーパーク第 ３駐車場）で表彰します。
中学生の部　最優秀賞　柏木美穂（北中 ３）　優秀賞　
小泉佳輔（東中 ３）　優良賞　小泉紗楓（東中 １）　秦野
市長賞　小川弥奈（鶴巻中 ２）　小学校高学年の部　最
優秀賞　小谷野悠人（大根小 ４）　優秀賞　正野遙乃
（北小 ４）　優良賞　熊﨑コウ（堀川小 ６）　坡州市長賞　中山遥南（東小 ６）
　小学校低学年の部　最優秀賞　高瀬英恵（堀川小 ３）　優秀賞　香取亜衣
（鶴巻小 ３）　優良賞　河原﨑雛乃（南が丘小 ３）　秦野市教育長賞　鈴木陽
希（南が丘小 ３）

　「秦野のいろんな表
か

情
お

」をテーマに、季
節感あふれる秦野の写真で 1年をつづり
ました。
販売場所　文化会館、図書館、公民館、
市内書店など　※11月 3 日は市民の日会
場（カルチャーパーク第 2駐車場）でも販

柏
木
さ
ん
の
作
品

市民の日

無料シャトルバスをご利用ください

2016ＨａＤａＮｏカレンダー

秦野市・坡
パ ジ ュ

州市友好都市提携10周年記念
日韓友好絵画コンクール

問い合わせ　市民自治振興課☎（82）5118

問い合わせ　広報課☎（82）5117

11/3（火）発売

売。市役所 ２階広報課、観光協会は ４日（水）に発売　価格　 1部500円

秦
野
の
魅
力
が
満
載

入賞
おめで

とう

路　線 運行時間
秦野駅北口〜運動公園前 午前 ９時～午後 ４時55分（20分間隔）
島津製作所臨時駐車場〜文化会館前 午前 ９時～午後 ４時45分（15分間隔）
渋沢駅北口〜文化会館前 午前 ９時15分〜午後 3時45分（30分間隔）

　「夢・希望　未来へつなごう」、「お宝いっぱ
い　夢いっぱい」、「がんばろう日本　負けるな
東北」をテーマに、カルチャーパーク、みずな
し川緑地で開催します。友達や家族と一緒に出
掛けませんか。
問い合わせ　市民自治振興課☎（82）5118

第36回
11/3
（火）

平成27年（2015 年）

No.1135

11 １
主　な　内　容

◇映画「じんじん秦野編」製作準備中	（ 2 面）
◇市制施行60周年記念動画が完成	（ 3 面）
◇市の財政状況	 （ 4 ・ 5 面）
◇市民功労者などを表彰	 （ 7 面）
◇市文化祭　菊花展	 （ 8 面）

毎月 2回（ 1日・15日）発行
編集・発行　秦野市　市長室広報課　〒257-8501　秦野市桜町一丁目3番2号　代表　☎0463（82）5111    0463（82）9792　http://www.city.hadano.kanagawa.jp

9 月の市議会定例会の詳しい内容を掲載した議会だよりは、11月22日（日）に発行します。　問い合わせ　議会事務局☎（82）9652お知らせ

市制施行60周年を迎えました

夢・希望！　未来へつなごう



秦
野
に
魅
せ
ら
れ
て

　

�「
秦
野
は
自
然
が
多
い
と
こ
ろ
も
好
き
で
す

け
ど
、
ま
ち
も
き
れ
い
。
あ
と
、
み
ん
な
人

柄
が
い
い
で
す
よ
ね
。
元
々
住
ん
で
い
る
人

も
、
魅
力
を
感
じ
て
住
み
始
め
た
人
も
」

　

声
を
弾
ま
せ
な
が
ら
話
す
山
田
監
督
。
脚
本

の
執
筆
な
ど
を
自
宅
で
行
う
こ
と
が
多
い
と
い

う
監
督
は
、
自
然
が
あ
ふ
れ
る
場
所
で
の
静
か

な
暮
ら
し
を
求
め
て
、
８
年
前
か
ら
上
地
区
に

住
ん
で
い
ま
す
。

　

�「
秦
野
で
映
画
を
撮
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
」

　

こ
れ
ま
で
、「
じ
ん
じ
ん
」続
編
の
舞
台
に
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
、
い
ろ
い

ろ
な
地
域
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
監
督
は
秦
野
を
舞
台
に
選
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

「
生
活
す
る
中
で
秦
野
の
魅
力
を
肌
で
感
じ

て、大いに期待しています。
　この度、私も「神奈川県サポーター
代表」として、秦野市民の皆さんと一
緒に、この映画製作を盛り上げていき
たいと思います。すばらしい映画が完
成しますことを、今から楽しみにして
います。

　映画「じん
じん」の続編
製作の準備が
秦野市で進め
られていると
聞き、地方発
信の映画とし

　「じんじん秦野編」の製作を支える市
の応援団を募集しています。現在、団
員は４００人を超え、今なお増えています。

　前作では、銀三郎のおかしくもほろ
苦い生き方とともに、北海道剣淵町の
大きな取り組みである「絵本の里」づく
りが紹介されました。そこでは絵本が
結ぶ親子の「愛の記憶」が大きなテーマ
でしたが、今回は「山」をキーワードに、
「困難な道へと旅立つ人」の「勇気と誇
り」が取り上げられます。

◆�第４４回インド国際映画祭国際映画部
門正式招待

◆�第１３回イマジンインディア国際映画
祭マドリッド主演俳優賞受賞

◆�ゆうばりファンタランド大賞受賞、
ゆうばりファンタランド大賞人物賞
受賞：大地康雄さん（ゆうばり国際
ファンタスティック映画祭２０１３）

山田大樹監督

た
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
映
画
の
下
見
を
し

た
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
都
心
か
ら
１
時
間

の
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な
に
自
然
が
あ
る
の
か

と
驚
い
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
周
り
の
後

押
し
も
決
め
手
の
一
つ
で
す
」

　

よ
う
や
く
悲
願
が
果
た
せ
た
と
、
監
督
は
う

れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

秦
野
ら
し
さ
で
感
動
を

　

秦
野
と
い
う
場
所
は
、
人
を
和
や
か
に
さ
せ

る
何
か
が
あ
る
。
そ
れ
を
映
画
で
表
現
し
た
い

と
山
田
監
督
は
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
脚
本
作
り
の
大
詰
め
。
主
人
公
の
銀

三
郎
を
は
じ
め
と
す
る
登
場
人
物
の
喜
怒
哀
楽

な
ど
を
秦
野
の
自
然
と
絡
め
な
が
ら
、
い
か
に

感
動
的
に
表
現
で
き
る
か
を
練
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
地
元
の
人
っ
て
意
外
と
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
付
か
な

い
こ
と
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。『
じ
ん

じ
ん
』を
通
じ
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
皆

さ
ん
に
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
」

　

秦
野
へ
の
愛
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
監
督
か

ら
、
最
後
に
皆
さ
ん
へ
。

「
エ
キ
ス
ト
ラ
が
必
要
に
な
る
シ
ー
ン
に
は

是
非
協
力
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
、
こ
こ

で
撮
影
し
て
い
た
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で

映
画
の
宣
伝
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
こ
う

い
う
の
が
す
ご
く
心
強
い
ん
で
す
よ
ね
」

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
映
画「
じ
ん
じ
ん
秦
野
編
」

の
製
作
に
参
加
す
る
気
持
ち
で
、
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

企
画
・
主
演
　
大
地
康
雄
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

キーワードは「山」
じんじん秦野編

募集しています　応援団

県知事も応援しています

問い合わせ　観光協会☎（82）8833

　

秦
野
市
の
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
大

地
康
雄
で
す
。
平
成
25
年
秋
に
行
わ
れ
た

映
画「
じ
ん
じ
ん
」の
上
映
会
で
は
、
ご
多

忙
中
多
く
の
方
々
に
ご
覧
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上
映
会
に
ご

協
力
頂
い
た
各
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ

映
画「
じ
ん
じ
ん
秦
野
編
」

　平成25年 ５月に公開された映画「じんじん」。劇場公開だけに限らず、ゆっくりと
各地のホールや公共施設で上映する「スローシネマ」という方式を取りながら、今な
お全国にその感動を届けています。
　「あの感動をふたたび！続編の製作をここ秦野で!!」を合言葉に、現在その準備が
進められています。秦野在住の山田大樹監督と企画・主演の大地康雄さんに続編
への熱い思いを語ってもらいました。

Ⓒ2013「じんじん」製作委員会

Ⓒ2013「じんじん」製作委員会

Ⓒ2013「じんじん」製作委員会

前作の主な受賞歴

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
映
画
は
6
年
前
に
、
長
年
絵
本
に
よ

る
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
北
海
道
の
剣
淵
町
と
の
出
会
い
か

ら
生
ま
れ
た
作
品
で
す
。
絵
本
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
剣
淵
町
の

人
々
の
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
て
い

る
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
豊
か
な
感
性
、
表
情
、
輝
く
瞳
に
感
動
し
、

是
非
こ
の
世
界
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
届
け
し
た
い
と
の
思
い

で
企
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
の
映
画
を
ご

覧
頂
い
た
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
感
動
の
お
手
紙
を
頂
き
、
現
在
も

全
国
で
上
映
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
今
、
是
非
続
編
を
観
た

い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、「
じ
ん
じ
ん
」の
監
督
で
秦
野
市
で
の
上
映
に
も
尽
力

し
て
頂
い
た
、
秦
野
市
在
住
の
山
田
大
樹
監
督
を
通
じ
て
、
秦
野
市

で
の
続
編
の
実
現
に
向
け
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
山
田
監
督
は
私

の
刑
事
ド
ラ
マ
、
ヒ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ「
刑
事
・
鬼お
に

貫つ
ら

八
郎
」で
、
13

年
共
に
仕
事
を
し
て
き
た
仲
間
で
す
。
そ
し
て
こ
の
長
年
の
シ
リ
ー

ズ
脚
本
も「
じ
ん
じ
ん
」の
脚
本
家
、
坂
上
か
つ
え
さ
ん
で
す
。
才
能

あ
ふ
れ
る
お
二
人
と
志
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
が
、

今
回
の
成
功
に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
要
因
だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

次
回
作
も
こ
の
同
じ
チ
ー
ム
で
自
然
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
秦
野
を

舞
台
に
、
秦
野
の
市
民
の
皆
さ
ま
共
々
、
前
作
に
劣
ら
ぬ
笑
い
と
涙

と
感
動
の
作
品
を
創
り
、
全
国
に
お
届
け
で
き
れ
ば
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か「
じ
ん
じ
ん
秦
野
編
」へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

団
員
募
集
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

山田監督と大地さんが市長を表敬訪問した様子は、市ホームページに掲載しています。　山田大樹　大地康雄　秦野

黒
岩
祐
治
　
県
知
事

製
作
準
備
中

　内容　映画の宣
伝、エキストラ出
演、スタッフの支
援など

2平成27年（2015年）11月 1 日広報　　　



市制施行60周年記念
はだの子ども議会

と�き　11月 3 日（ 火 ）　 午 前
10時～午後 4 時

と�ころ・内容　◇長寿動物表
彰 ・動物愛護ポスター表彰、
特別講演（動物愛護講演会
＆しつけ講演会）など　文
化会館　◇どうぶつ学校（ふれあい体験）、
搾乳体験、獣医師体験、牛乳無料配布など
　総合体育館前広場

　市内小・中学校の
児童生徒45人が、住
みよいまちづくりの
ために、議員として
考えを発表。秦野を
愛する心と未来の社

　平成32年度に開通予定の新東名
高速道路に接続する秦野Ｉ

インターチェンジ

Ｃ（仮
称）や秦野Ｓ

サービスエリア

Ａに設置されるス
マートＩ

インターチェンジ

Ｃ（仮称）により、ますま
す都心からのアクセスがよくなる
本市。そのほか、充実した幼児教
育施設や自然豊かなカルチャー
パークなどが身近にある子育てし

問い合わせ　健康づくり課☎（82）9603 問い合わせ　企画課☎（82）5101 問い合わせ　教育指導課☎（84）2786

ＰＲ動画が完
成

市制施行６０周年記念誌「ONE DAY」が完成

会の担い手としての意識を育みます。
と�　き　11月15日（日）　午後 ２ 時半～

４ 時
と�ころ　市役所本庁舎 ４ 階市議会議場

　まちのにぎわいや豊かな自然、観光
スポット、産業、農業などを紹介。タ
イムラプス（微速度撮影）やドローンに
よる撮影を駆使した普段見ることがで
きない映像も収録し、秦野の新たな一
面が発見できます。

総合編

くらし編

自然編

市民が市内をご案内「負けないで」にのせて編
　昔から伝わる風習や伝統行事、
特産品である落花生の収穫や、交
通網、産業など、秦野の人々の営
みに触れることができます。

　市民が名所やシンボルなど
の前で歌い、ＺＡＲＤの名曲

「負けないで」に合わせ、秦野
をＰＲします。

　丹沢の麓に位置し、都心近
くとは思えないほど自然に恵
まれている秦野。四季折々の
いろいろな表情を見ることが
できます。

やすい環境など、住みたい、住み続けたくなる秦野を紹介
します。※記念誌は、11月 9 日（月）から市役所、公民館、
図書館で閲覧できます。

動物フェスティバル神奈川2015inはだの
～ともに生きる～

　動画は、市ホームページなどでも近
日中に公開予定です。動画で伝える秦
野の魅力を、是非ご覧ください。

　市制施行６０周年と、秦野にゆかりのある坂井泉水さんが
ボーカルを務めていたＺＡＲＤの楽曲が渋沢駅の駅メロに決
定したことを記念して制作したプロモーション動画です。秦
野の魅力がたくさん詰まったこの動画は、全部で ４編。11月
３ 日（火）の市民の日でお披露目をします。　

問い合わせ　広報課☎（82）5117

暮
ら
し
や
す
い
秦
野
を
Ｐ
Ｒ

５分に凝縮 秦野 の魅力
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入湯税
6円（0.0％）

都市計画税
9969円（7.2％）

個人市民税
5万5231円
   （39.9％）

13万8234円
 （100％）

1人当たりの
市税額

固定資産税固定資産税
5万7883円

（41.9％）

法人市民税 7619円（5.5％）

その他　7526円（5.5％）
　市たばこ税　　6203円
　軽自動車税　　1319円
　特別土地保有税    4円
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27年度22年度平成17年度

年間約852億円で市政を運営

目的別 主な使い道と決算額

民生費 【11万7479円】◇国民健康保険事業など特別会計への繰出金�37億3989万円
◇生活保護費� 31億9533万円
◇児童手当費� 26億 318万円
◇障害者の自立のための支援など� 22億 985万円
◇民間保育所への入所委託や運営補助など�18億5957万円
◇県後期高齢者医療広域連合への負担金� 9億6697万円

子育て支援、
障害者・高齢者の福祉、
生活保護など

土木費 【3万5647円】◇下水道事業特別会計への繰出金� 19億3600万円
◇カルチャーパークの再編整備� 6億1047万円
◇秦野駅南部（今泉地区）土地区画整理事業費� 2億1480万円
◇鶴巻温泉駅南口広場・周辺の整備� 2億1333万円
◇市道の改良� 1億8548万円
◇橋りょうの長寿命化・耐震化� 1億4912万円

道路や橋、
公園の整備、
計画的な
まちづくりなど

教育費 【2万6199円】◇小・中学校の空調設備の整備� 10億4056万円
◇小・中学校、幼稚園施設の維持・管理� 3億7518万円
◇給食調理経費� 2億3199万円小・中学校や幼稚園の管理

など

総務費 【2万5411円】◇住民登録や市税の賦課などの電算業務費�3億2120万円
◇文化会館施設の維持・管理� 1億8968万円
◇市役所庁舎の維持・管理� 1億5266万円住民登録や市役所庁舎の維持など

公債費 【2万3403円】◇市債の返済金� 39億3651万円

衛生費 【2万2817円】◇ごみの処理、斎場業務
　（秦野市伊勢原市環境衛生組合分担金）� 7億5596万円
◇スポーツ施設の改修や維持・管理� 3億7654万円
◇予防接種の実施� 3億1891万円
◇資源分別回収の推進� 3億1363万円

ごみの収集や処理、
スポーツ施設の管理、
健康づくりなど

消防費 【1万2798円】◇防災備蓄倉庫の建替えや資機材の整備� 5820万円
◇消防団無線のデジタル化� 5727万円
◇消防団車庫待機室の建替え� 5355万円消防署の運営など

商工費 【4537円】◇鶴巻温泉弘法の里湯の管理運営� 1億1817万円
◇労働者への融資のための資金預託� 1億円
◇中小企業への融資のための資金預託� 9150万円中小企業や商店街の支援など

農林費 【3271円】◇降雪災害による被災施設の撤去及び
　再建などに係る経費の助成� 8776万円
◇ふるさと里山整備事業� 5465万円
◇地域水源林長期施業受委託事業費� 4510万円

農業の振興や
森林づくりなど

議会費 【2108円】◇議会運営� 3億5462万円

諸支出金 【1189円】◇市土地開発公社への貸付金� 2億円

平成26年度決算

一般会計の決算
将来に備え10億円を貯金、福祉や子育て支援を充実

市民１人当たりの決算額〜10年前との比較〜

　財政悪化の目安とされる｢早期健全化基準｣を全ての項目で下回っていて、
前年度までと同様、本市の財政は健全な状態を維持しているといえます。
しかし、扶助費などの社会保障関係経費は年々増加していて、厳しい状況
にあります。

　道路や上・下水道、学校などを整備
するときは、銀行などから市債という
長期の借金をして、公平性の観点から
将来世代の市民にも負担を求めていま
す。一方で、将来世代に過度な借金を
残さないため、借金を減らす取り組み
もしています。その結果、平成16年度
をピークに市債残高は減少しています。
なお、平成27年 ９ 月末現在、資金不足
を一時的に補う一時借入金の借り入れ
はありません。

　資産や負債、コストの状況などを分かりやすくするために、民間企業で
使われている会計手法を取り入れた、財務書類を作成しています。 市と
関係団体（※）が所有する資産や負債などがどの程度あるかを、連結貸借対
照表でお知らせします。
※�秦野市伊勢原市環境衛生組合、金目川水害予防組合、県後期高齢者医療

広域連合、市土地開発公社、（一財）市学校保全公社、（公財）市スポーツ
振興財団

※�（　）内は、市民 1 人当たりの金額を平成22年国勢調査結果確定数に基づ
く推計人口で計算（平成27年 4 月 1 日現在：16万8204人）

※数値は各年度末現在（平成27年度は 9 月末現在）

　また、特別会計の経営状態は｢資金不足比率｣で示されます。本市で該当
する水道事業会計・下水道事業特別会計は共に資金不足はありません。

市民１人当たりの市税負担　13万8234円

平成27年度予算執行状況市有財産の現在高

財政運営

自
主
財
源

給料（市税）

前月からの繰り越し
（繰越金）

雑収入
（諸収入、財産収入、
使用料、手数料など）

預金引き出し（繰入金）

依
存
財
源

親族からの援助
（国・県支出金など）

ローンの借り入れ
（市債）

義
務
的
経
費

食費など
（人件費）
医療費、保育費など
（扶助費）
ローンの支払い
（公債費）

投
資
的
経
費
・
そ
の
他

子供への仕送り（国保など
特別会計への繰出金）
家の増改築
（普通建設事業費）
公共料金、自治会費など
（物件費、補助費など）
車の修理など
（維持補修費）
預金（積立金）

健全化判断比率の指標 本市 早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計などが赤字か
どうかを示す数値 黒字 11.86％

連結実質赤字比率 全ての会計が赤字かど
うかを示す数値 黒字 16.86％

実質公債費比率 借金返済の割合 3.5％ 25％

将来負担比率 将来払う可能性のある
負債割合 40.2％ 350％

会計名 本　　市 経営健全化基準
水道事業会計
下水道事業特別会計 資金不足なし 20％

収　入

支　出

　急速な少子高齢化の影響で、医療費など（扶助費）が
増え続け、食費など（人件費）を切り詰めても、義務的
経費は増加します。生産年齢人口の減少などで、給料

（市税）が伸び悩み、自由に使えるお金（普通建設事業
費）も少なくなることが見込まれるため、引き続き、
計画的なお金のやりくりに努めます。

今後の取り組み

種 別 現在高（面積・金額） 対前年度同期比
土 地 177万4730㎡ 1万6984㎡
建 物 32万1261㎡ 3472㎡
地 役 権 2665㎡ 0㎡
有 価 証 券 1275万円 0万円
出資による権利 1億1558万円 0万円
債 権 4864万円 −2243万円

基
金（
一
般
会
計
）

財政調整基金 43億1793万円 −1億 211万円
文化振興基金 6218万円 858万円
みどり基金 818万円 10万円
スポーツ振興基金 235万円 21万円
地下水汚染対策基金 67万円 0万円
職員退職給与準備基金 7億1347万円 5988万円
住宅新築等資金借入金
償還準備基金 8561万円 −1690万円

公共施設整備基金 2億1030万円 1億2621万円

土地開発基金
2億1061万円 −3548万円

1333㎡ 876㎡

会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一 般 会 計 491億3418万円 233億8255万円 47.6% 200億3849万円 40.8%

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 事 業 227億1181万円 85億1773万円 37.5% 88億1536万円 38.8%

下 水 道
事 業 74億1000万円 25億8111万円 34.8% 22億2324万円 30.0%

介 護 保 険
事 業 110億3177万円 49億6667万円 45.0% 42億2308万円 38.3%

後期高齢者
医 療 事 業 17億6700万円 6億2314万円 35.3% 5億 686万円 28.7%

水道事業会計 予算額 執行済額 執行率

収益的収入と支出（営業する
ための収益と費用）

収入 27億1227万円 11億6297万円 42.9%

支出 27億3494万円 7億2222万円 26.4%

資本的収入と支出（施設整備
などの資金と費用）

収入 4億3004万円 142万円 0.3%

支出 14億3768万円 3億4161万円 23.8%

　平成26年度に支出した金額は、総額851億5423万円でした。平成25年度と比べると、歳入は
47億5835万円の増（＋5.7％）、歳出は44億3743万円の増（＋5.5％ )となりました。

　経費削減に努めた結果、次年度に繰り越す純繰越金は、23億5668万円となりました。繰越金
は、将来の財政負担に備えて財政調整基金に10億円積み立てるとともに、福祉や子育て支援、
都市基盤の整備に役立てます。

※�（　）内は前年度比。【　】は市民 1 人当たりの金額を平成22年国勢調査結果確定数に基づく推
計人口で計算（平成27年 4 月 1 日現在：16万8204人）

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一 般 会 計 489億9547万円 462億3231万円 27億6316万円
国民健康保険事業 186億 682万円 183億2531万円 2億8151万円
下 水 道 事 業 63億 510万円 62億5523万円 4987万円
介 護 保 険 事 業 101億5179万円 98億8703万円 2億6476万円
後期高齢者医療事業 16億5493万円 15億7042万円 8451万円
水 道 事 業 会 計 29億6162万円 28億8393万円 7769万円
合 計 886億7573万円 851億5423万円 35億2150万円

財政の健全度
健全財政を維持

10年間で139億円を削減
市債（市の借金）の残高

財政状況の分析

　食費など（人件費）やローンの支払い（公債費）を努力
して減らしましたが、生活に欠かせない医療費や保育
費など（扶助費）が大幅に増加し、支出に占める義務的
経費の割合は54.7％で、10年前と比べると1.7ポイント
増加しています。また、子供への仕送り（国保など特
別会計への繰出金）も約1.25倍となったため、支出に
占める家の増改築（普通建設事業費）の割合は、1.3ポ
イント減少し、11.4%となっています。

支出 ～医療費、保育費などが増加～

平成26年度　連結貸借対照表
※�平成12年と22年国勢調査結果確定数に基づく推計人口で計算（平成17年 4 月 1 日現在：16万

7969人、平成27年 4 月 1 日現在：16万8204人）

資産は2821億円、負債は963億円

資産　2820億5721万円（168万円）
◇�公共資産（土地、道路、学校、
庁舎など）

◇�流動資産、投資など（現金、
基金、貸付金など）

負債　963億2060万円（57万円）
◇市債
◇退職手当引当金など
純資産　1857億3661万円（111万円）
◇国や県からの補助金
◇市税など

～依存財源に頼りがち～
　収入全体としては増えていますが、収入に占める給
料（市税）など自主財源の割合は59.5％で、1.9ポイント
減少しています。また、親族からの援助（国・県支出
金など）は約1.5倍となり、ローンの借り入れ（市債）は
10年前と比べると約半分になっています。

収入

6万684円6万684円

623円623円4万2682円4万2682円

3万223円3万223円

3万1529円3万1529円

2万4963円2万4963円

4万995円4万995円

4364円4364円

1294円1294円

平成16年度
23万8898円

平成26年度
27万4859円

3万5961円増3万5961円増

5万2847円5万2847円

7万4060円7万4060円

2万3403円2万3403円

3万9876円3万9876円

3万1376円3万1376円

4万7639円4万7639円
7199円7199円

6599円6599円

2万839円増2万839円増

1万8044円1万8044円

2466円2466円

4万2706円4万2706円

14万1465円14万1465円

1万525円1万525円

6830円6830円

2万1028円2万1028円

9万7036円9万7036円

1万4402円1万4402円

平成16年度
27万447円

平成26年度
29万1286円

13万8811円13万8811円

6万1821円6万1821円

　10年前の平成17年度は、 １ 人当たり
の市税負担額は13万7289円でした（平
成17年10月 1 日現在の平成17年国勢調
査結果確定数に基づく人口16万8317人
で計算）。それに比べ、平成27年度は
945円増額しています。

　市の財政状況をより身近に感
じていただけるよう、一般会計
の決算額を市民 1 人当たりの家
計簿に置き換えてお知らせしま
す。また、10年前と比較して、
収入や支出の状況がどのように
変わったかを解説します。

197億6046万円
(＋8.1%)

59億9596万円
(＋10.4%)

39億3651万円
(−7.6%)

38億3795万円
(−3.5%)

44億 677万円
(＋31.8%)

42億7416万円
(−5.2%)

21億5264万円
(−4.9%)

7億6313万円
(＋6.3%)

5億5012万円
(＋24.4%)

3億5462万円
(−3.7%)
2億円

（＋100%)

※平成22年度国勢調査結果確定数に基づく推計人口で計算（平成27年10月 1 日現在：16万7976人） ※平成27年9月末現在 ※水道事業会計の収入の執行済額は調定済額、執行率は収入率

　税金がどのように使われているかなど、市
の財政運営の状況を、毎年 5月と11月に公表
しています。今回は、平成26年度決算と平成
27年度予算の執行状況（ 9月30日現在）などを
説明します。なお、水道決算の詳細は、 ６面
に掲載しています。

市の財政状況
問い合わせ　財政課☎（82）5116

お知らせします

約1.5倍に

約1.25倍に

約半分に
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　水道事業は、公営事業として、利用者からの水道
料金などを基に、独立採算で経営しています。また、
経営状況を明らかにするため、会計を収益的収支（経
営するための収入と支出）と資本的収支（施設の整備
のための収入と支出）に分けて経理しています。

　対策を強化し未収金は年々減っていますが（グラ
フ①）、家庭での節水などで全体の収入は減り続け
ています。引き続き、ライフラインとして安全面に
配慮した、経費削減や収入確保に努めます。

東日本大震災の経験を通じて水需要が減少し、計画
していたほどの収入を得られない状況が続いていま
す（グラフ②）。
　そのような中、本市の水道事業の基本構想「はだ
の水道ビジョン」に掲げた将来像「おいしい秦野の水

をいつまでも」を実現するためにはまず、経営基盤
を強化しなければなりません。経費の削減や未収金
対策、土地の有効活用などで収入を増やす努力をし
ていますが、それだけでは水道事業に係る経費を補
てんできないと見込んでいます。これを踏まえて、
昨年度から開催している水道審議会より、「水道料
金を改定する必要がある」との答申がありました。

難所や病院など重要給水施設の配水管を耐震化し、
老朽管を更新しました。その結果、基幹管路の耐震

況ですが、安全でおいしい水を安定して届けるため、
引き続き整備を進めていきます。

届けようと先人たちが自らの手で完成させ、横浜、

を迎えました。
　先人がふるさとの水に懸けた思いを、次代を担う
子供たちに引き継いでいくためには、水道施設の更

　漏水による事故を防ぐため、道路
や宅地内の水道管の水漏れを調査し
ます。調査員は、市水道局が発行し
た顔写真入りの証明書を携帯し、費
用は請求しません。不明な点がある
ときは、水道局へ問い合わせてくだ
さい。

間期査 調

者業託 委 　水道テクニカルサービス
株式会社

　公共下水道を利用できる区域は、
下水道法で接続が義務付けられてい
ます。利用できる区域になったら、
浄化槽を使っている家庭は速やかに、
くみ取り式トイレの家庭は 年以内
に接続してください。
　なお、接続工事は市下水道指定工
事店（市ホームページで確認できま
す）へ依頼してください。

豊富な地下水を主な水源としています。
　東日本大震災以降、水需要が減ったため、

ぶりに赤字となりました。今後の健全経営に
向けて、見直しを進めています。

漏水調査にご協力を

公共下水道へ接続を

問い合わせ

せわ合い 問

問い合わせ

収入減でついに赤字

水道料金の見直し

次世代に引き継ぐために

務用ともに落ち込み、給水収益は、 年度と比較して

いう新たな費用の計上や電気料金の値上がりなどによ
り、 年度以来 年ぶりの赤字決算となりました。

導水管送水管耐震化事業
　落合地区などで 件の工事をして、約

に更新しました。
配水管改良事業

のに更新しました。
配水管拡張事業
　配水管が整備されていない地域を解消するため、曽
屋地区などで 件の工事と 件の資材支給をして、合

水道施設整備事業
　施設の監視体制を強化するため、広畑・金井場配水
場の遠方監視制御装置の更新工事を実施。また、新た
な水源開発に向けて、水源調査ボーリング工事などを
進めました。

有。量水たっ量でーターメるなと基の金料、はと量水収有 ※
収率とは、給水量に占める有収水量の割合

含は失損純期当、に額計合の入収。き抜税費消は額金 ※
みません。

収益的収入と支出

資本的収入と支出

区　分 増　減
給 水 人 口
給 水 戸 数
給 水 量
有 収 水 量
有 収 率 －
給 水 原 価
供 給 単 価

業務のあらまし

経営のあらまし

 含は源財んて補、に額計合の入収。み込税費消は額金 ※
みません。
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料金収入 単位：百万円

平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

平成23年4月
料金改定

平成22年度

新や耐震化を計画的に進めていく必要があります。
多額の費用も掛かりますが、今後もその財源の中心
となる水道料金のあり方を検討し、経営努力を進め
ていきます。

収入　 億 万 円

建設改良費

企業債
億

企業債償還金

工事負担金等

基金積立金

補てん財源（損益勘定留保資金，他）
億

支出　

給水収益（水道料金） 

減価償却費
億

県水受水費
億

水道利用加入金 億

委託料
億

職員給与費
億

当期純損失 
その他
億

長期前受金戻入 億
その他 億収入　

支出　

広報　　　
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入  賞
おめでとう

交通安全・防犯ポスターコンクール

優良店舗・工場、技能功労者、優良技能者表彰

問�

い
合
わ
せ　

秘
書
課
☎（
８
２
）５

１
０
０

　396点の中から、次の方が「優秀」以上で入賞しました（敬称略）。入
賞作品は、11月 7 日（土）から14日（土）まで文化会館に展示します。

ポ�スター　◇小学校低学年の部　最優
秀　中野花菜（渋沢小 2 ）　優秀　シ
ンディング絵莉花（南が丘小 3 ）　優

問い合わせ　くらし安全課☎（82）9625

問い合わせ　環境保全課☎（82）9618 問い合わせ　産業政策課☎（82）9646

秦野名水ポスター・標語

環境ポスター・標語

寄
付
関
係

（
株
）ノ
ジ
マ　
（
有
）古
橋
新
聞
舗　

渋
沢

共
有
地
管
理
組
合　

宮
内
圭
喜（
鶴
巻
南

四
）　
（
株
）日
立
製
作
所
軽
音
楽
部
ビ
ッ

グ
ハ
ー
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

カ
ラ
オ
ケ
連

合
パ
ワ
ー
ズ　

北
矢
名
東
部
14
組　
（
福
）

寿
徳
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会

　
（
社
）茶
道
裏
千
家
淡
交
会
小
田
原
支
部

　

杉
の
子
グ
ル
ー
プ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会　

西
湘
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合
秦
野
伊
勢

原
支
部　

友
の
会
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

日
産
車
体（
株
）「
遊
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
！
秦
野
」事

務
局　

秦
野
う
ぐ
い
す
会　

市
水
墨
画
協

会　

市
農
業
協
同
組
合
花
き
部
会
露
地
部

　

秦
野
商
工
会
議
所
女
性
会　

秦
野
美
容

組
合　

秦
野
舞
踊
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー　

大
山

阿
夫
利
神
社　

秦
野
レ
イ
ン
ボ
ー
グ
ル
ー

プ　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
秦
野　

大
道

商
和
会

感
　
謝
　
状

委
員
等

▽�

農
業
委
員
会
委
員　

和
田
稔（
柳
川
）　

石
井
弘（
上
大
槻
）　

近
藤
信
一（
西
田

原
）

▽�
人
権
擁
護
委
員　

小
泉
和
江（
菩
提
）　

石
岡
正
行（
千
村
二
）

▽�
民
生
委
員
・
児
童
委
員　

飯
塚
雄
三（
渋

沢
二
）　

込
山
知
光（
南
矢
名
三
）

▽�

表
彰
者
審
査
委
員
会
委
員　

安
部
信
三

（
柳
町
二
）

▽�

文
化
会
館
運
営
委
員
会
委
員　

野
靖

（
桜
町
一
）　

西
ケ
谷
節
子（
鶴
巻
南
五
）

▽�

学
校
歯
科
医　

脇
田
智
文（
尾
尻
）　

大

野
真
一（
本
町
一
）　

山
田
敏
勝（
本
町

三
）

▽�

青
少
年
相
談
員　

小
島
孝（
上
大
槻
）　 

浅
見
一
義（
西
田
原
）　

山
口
伸
一（
菩

提
）　

髙
橋
文
雄（
南
矢
名
）　

満
石
哲

也（
南
矢
名
）　

久
保
田
正
志（
南
矢
名

一
）　

髙
橋
京
子（
下
大
槻
）　

大
野
茂

（
沼
代
新
町
）　

白
川
與
一（
萩
が
丘
）

▽�

青
少
年
指
導
員　

前
田
康
順（
清
水
町
）

　

佐
藤
典
子（
今
泉
）　

綾
部
只
志（
今

泉
）　

大
津
晃
子（
西
田
原
）　

仲
戸
川

且
也（
堀
山
下
）　

石
岡
正
行（
千
村
二
）

　

小
澤
弘（
曲
松
一
）　

田
中
稔
二（
曲

松
一
）　

秋
山
眞
一
郎（
菖
蒲
）

▽�

自
治
会
長　

鈴
木
弘（
曽
屋
二
）　

武
宏

享（
栄
町
）　

髙
橋
宣
明（
東
田
原
）　

山

下
順
一（
下
落
合
）　

相
原
尚
文（
今
泉
）

　

伊
藤
慧（
落
合
）　

宮
道
孝
志（
南
矢

名
）　

髙
橋
葊
行（
堀
西
）　

石
塚
修
治

（
並
木
町
）　

星
谷
昭
次（
萩
が
丘
）　

黒

岩
晟（
曲
松
一
）　

佐
々
木
重
昭（
堀
西
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

遠
藤
謹（
末
広
町
）　

木
村
昭
男（
菖
蒲
）　

　

渋
沢
駅
連
絡
所
生
け
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
功
労
表
彰

　

10
月
31
日
に
、
総
合
体
育
館
で「
市
功

労
者
等
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
民
功
労
表
彰
と
し
て
４
人

を
表
彰
し
た
ほ
か
、
45
人
と
23
団
体
に
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た（
敬
称
略
）。

良　小島絢乃（南小 1 ）　伊東千織（鶴巻小 2 ）　◇小学校高学年の部
　最優秀　原田夏樹（渋沢小 5 ）　優秀　横山穂乃花（末広小 4 ）　優
良　市川芽依（西小 5 ）　林佑茄（南が丘小 5 ）　◇中学校の部　最優
秀　笹生きらら（南中 2 ）　優良　渡辺萌果（北中 1 ）　◇一般の部　
最優秀　小林友香（市内在学）　優秀　大浦菜 （々市内在学）　◇秦野
名水ロータリークラブ賞　橋本悠祐（南が丘小 2 ）　込山和夢（渋沢
小 4 ）　岡部千紘（渋沢小 4 ）　林咲季（市内在学）

標�語　特選　中戸川蓮香（渋沢小 6 ）　入賞　小野香織（本町）　林三司
（立野台）　佳作　伊藤武（堀川小 4 ）　林穂乃佳（本町中 1 ）　宮嶋和
明（萩が丘）

　ポスターは198点、標語は131点の応募がありました。入賞者は次
のとおりです（敬称略）。

　竹内詩織（鶴巻小 5 ）　麻生佳太（鶴巻小 5 ）　片倉柊生（鶴巻小 5 ）　斉
藤優（西中 1 ）　髙橋和真（鶴巻中 2 ）　内田拓慶（鶴巻中 3 ）　◇生活環境
の部　最優秀　西川龍之介（大根小 1 ）　加藤駿一（南が丘小 5 ）　 村野
乃（本町中 1 ）　優秀　杉山遥音（大根小 1 ）　磯﨑円佳（堀川小 3 ）　樋口
奈緒美（北小 4 ）　北原大瑚（鶴巻小 6 ）　池上和輝（鶴巻中 3 ）　𠮷川歩美

（鶴巻中 3 ）　優良　馬田紗矢香（北小 2 ）　岡知沙季（鶴巻小 2 ）　小川舜
介（西小 3 ）　潮田真宏（鶴巻小 5 ）　大澤花音（東小 6 ）　長谷川綾羽（東
小 6 ）　北明未羽（西中 1 ）　五十嵐優華（西中 1 ）　鈴木悠天（南が丘中
1 ）　◇国際ソロプチミスト秦野賞　金澤舜（末広小 3 ）　中山颯将（南が
丘小 3 ）　加藤淑（鶴巻小 4 ）　多田良木乃実（大根小 6 ）　伊達琴音（渋沢
中 2 ）　田中友唯（西中 3 ）

標�語　◇自然環境の部　特選　北岡結衣（本町中 3 ）　入賞　加藤駿一（南
が丘小 5 ）　村田一夫（落合）　佳作　豊嶋ちひろ（鶴巻小 6 ）　湯山貴美

（南が丘中 3 ）　佐々木映（市内在学）　◇生活環境の部　特選　鈴木湧斗
（東小 5 ）　入賞　栗原彩香（本町中 3 ）　林三司（立野台）　佳作　鈴木悠
日（南が丘小 3 ）　陣内悠星（南が丘小 6 ）　新藤凜（本町中 3 ）

※いずれも受賞作品は11月 3 日（火）まで総合体育館に展示

　11月13日（金）に商工会議所会館で表彰します（敬称略）。
優良店舗　（有）くりやびと旬彩厨房太たに　（有）岐阜屋
優良工場　太陽精工（株）
技�能功労者　中川忠治（寺山）　福山雅巳（平沢）　桐山照夫（戸川）　鈴木信

子（大秦町）　府川武葊（春日町）　槇野秀樹（菩提）
優�良技能者　鈴木栄治（ひばりが丘）　山岸佳男（名古木）　大澤広一（春日

町）　栗原昌也（渋沢二）　瀬戸弘之（堀西）　伊東春代（室町）　髙橋正二
（西田原）　髙橋敏治（羽根）

交�通安全　◇小学校 1・ 2年生の部　最優秀　村
上尚道（東小 2 ）　優秀　佐野聖歌（東小 1 ）　市
野瀬太志（末広小 2 ）　◇小学校 3・ 4年生の部
　最優秀　佐野綾香（東小 4 ）　優秀　小形健史
郎（南が丘小 3 ）　牛村奈菜（南が丘小 3 ）　◇小
学校 5・ 6 年生の部　最優秀　𠮷田陽音（鶴巻
小 6 ）　優秀　境佑菜（末広小 5 ）　豊嶋ちひろ

綾香（東小 4 ）　優秀　安斎匠海（南が丘小 3 ）　片
野友暖（鶴巻小 4 ）　◇小学校 5・ 6年生の部　最
優秀　上石芽依（鶴巻小 6 ）　優秀　 野美波（大
根小 5 ）　𠮷田陽音（鶴巻小 6 ）　◇中学校の部　
最優秀　森優花（本町中 2 ）　優秀　鈴木悠天（南
が丘中 1 ）　今井陽菜（大根中 2 ）

市
民
功
労
者
な
ど
を
表
彰

　

県
医
師
会
会

長
な
ど
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り

医
療
の
充
実
と

発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

大
久
保
吉
修（
落
合
）

　

県
歯
科
医
師

会
会
長
な
ど
と

し
て
、
長
き
に

わ
た
り
歯
科
医

療
の
充
実
と
発

展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

髙
橋
紀
樹（
清
水
町
）

　

県
山
林
種
苗

協
同
組
合
理
事

長
な
ど
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り

優
良
種
苗
の
生

産
と
供
給
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
富
治（
横
野
）

　

市
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事

組
合
長
、
市
観

光
協
会
会
長
な

ど
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
農

業
及
び
観
光
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

松
下
雅
雄（
小
蓑
毛
）

（鶴巻小 6 ）　◇中学校の部　最優秀　中里芽（本町中 2 ）　優秀　
浦爽颯（南中 1 ）　竹中夢太（本町中 1 ）
防�犯　◇小学校 3・ 4年生の部　最優秀　佐野

　ポスターは86点、標語は235点の応
募がありました。入賞者は次のとおり
です（敬称略）。

ポ�スター　◇自然環境の部　最優秀　中山柚佳（本町小 3 ）　陣内
悠星（南が丘小 6 ）　川口莉奈（本町中 2 ）　優秀　土井健新（西
小 1 ）　栗田亜季（東小 3 ）　佐藤弘明（堀川小 4 ）　久保寺結理

（鶴巻小 6 ）　須藤美紀（南中 2 ）　和田杏奈（鶴巻中 3 ）　優良　
佐藤幸輝（西小 2 ）　河野佳明（末広小 2 ）　草山史悠（堀川小 3 ）

中
里
さ
ん
の
作
品

中
野
さ
ん
の
作
品

森
さ
ん
の
作
品

7 平成27年（2015年）11月 1 日 広報　　　



お出掛けください隣町

文化会館チケット情報

「秋のお花見」してみませんか。

市
文
化
祭

菊
花
展

市文化祭の日程

問い合わせ　教育研究所☎（86）9102

問い合わせ　こども育成課☎（81）7011

問い合わせ　観光協会☎（82）8833

問い合わせ　森林づくり課☎（82）9631

問い合わせ　環境保全課☎（82）9618

満
開
の
頃
を
思
い
描
く
飯
塚
さ
ん

「With you ありがとう」のＣＤ・楽譜地域の子どもの幸せを考える
秦野市民会議

問い合わせ　生涯学習課☎（84）2792

販売中

菊花展
11月 7 日（土）まで　午前 9 時半～午後 4 時　文化会館
邦楽大会
11月 7 日　午前10時～午後 4 時　文化会館
華道展
11月 7 日　 8 日（日）　午前10時～午後 5 時（ 8 日は午
後 4 時まで）　文化会館
短歌大会
11月15日（日）　午後 1 時～ 4 時　図書館

　10年前に作られ、学校
などで歌い継がれている

「With you ありがとう」
のCDと斉唱・合唱用の
楽譜を販売しています。
販�売場所　市役所西庁舎

3 階教育研究所、市役
所西庁舎前コンビニ、
桜土手古墳展示館、宮
永岳彦記念美術館　※
11月 3 日（火）の市民の
日会場でも販売します

価�格（ 税 込 ）　 ◇CD　

と�　き　11月 8 日（日）　
午後 1 時半～ 4 時
ところ　文化会館
内�　容　◇表彰「青少年

のよい行いをほめたた

紅葉の大山ハイキング

山岳ガイドと行く紅葉ハイク

立野緑地の散策・里山木材で燻
くんせい

製づくり

渋沢丘陵見どころハイキングとみかん狩り

丹沢ヒノキ苗木づくり「種拾い」

里山を歩こう「落ち葉の頃」

とき・ところ　11月20日
（金）午前 8 時50分秦野駅改
札前集合～（バス）～蓑毛～
大山寺～午後 2 時半大山
ケーブル駅　定員　50人

（申し込み先着順）　費用　
500円　※交通費は実費

　
菊
の
花
言
葉
は
、「
高
貴
」「
生
命
力
」。

　
そ
の
上
品
な
美
し
さ
は
、
た
く
ま
し
い
命
と
育
て

る
人
の
愛
情
で
育
ま
れ
て
い
る
。

「
大
切
な
の
は
、
環
境
の
変
化
を
味
方
に
つ
け
る

こ
と
。
手
を
掛
け
る
ほ
ど
応
え
て
く
れ
る
こ
の
花

が
、
と
て
も
愛
お
し
い
」

　
そ
う
話
す
の
は
、
市
菊
花
会
の
会
長
を
務
め
る
飯

塚
和
彦
さ
ん（
68
歳
・
堀
川
）。
季
節
の
変
わ
り
目
は

手
入
れ
が
大
変
だ
が
、
寒
暖
差
な
ど
環
境
の
変
化
が

激
し
い
ほ
ど
、
菊
は
奇
麗
に
咲
く
と
い
う
。

「
生
育
環
境
を
変
え
る
た
め
に
、
毎
年
、
市
内
外

の
農
家
同
士
で
苗
の
交
換
も
し
て
い
る
ん
で
す
。

仲
間
と
の
交
流
も
美
の
秘
訣
で
す
よ
」

　
今
年
の
花
も
順
調
と
自
信
を
見
せ
る
飯
塚
さ
ん
。

菊
花
会
の
会
員
ら
が
手
塩
に
か
け
た
30
種
類
以
上
の

自
慢
の
菊
を
、
み
ん
な
で
愛
で
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

秋を探しに行こう

1000円　◇楽譜　300円

とき・ところ　11月21日（土）午前 8 時半秦野駅改札前
集合～（バス）～才戸入口～高取山～弘法山～午後 3 時
弘法の里湯　定員　30人（申し込み先着順）　費用　
500円　※交通費は実費

とき・ところ　11月14日（土）午前 9 時秦野駅改札前集
合～（バス）～立野緑地〜南が丘公民館～午後 2 時　定
員　15人（申し込み先着順）

とき・ところ　11月21日（土）午前 9 時渋沢公民館集合
～頭高山・白山神社〜日立ＩＴエコ実験村～午後 3 時
　定員　20人（申し込み先着順）　費用　500円

とき・ところ　11月21日（土）午前 9 時半市役所西庁舎
前集合～（バス）～ボスコキャンプ場～午後 4 時　定員
　30人（申し込み先着順）

とき・ところ　11月21日（土）午前 9 時東公民館集合～
正午　定員　30人（申し込み先着順）

える運動」　◇講演会「愛と優しさで人は育
つ　アイリッシュハープとともに」　講師
　永山友美子氏（アイリッシュハープ奏者）
　◇事例発表「自然の恵みを楽しむ楽農体
験とわんぱくスクール」

問い合わせ　二宮町産業振興課☎（71）3311

と�　き　11月15日（日）　午前 9 時～午後 3 時
と�ころ　二宮町生涯学習センター・ラディア

ン（二宮町二宮1240−10）
内�　容　農産物の展示品評会、二宮ブランド

認定商品や長野県高山村の特産品の販売、
消防体験など

湘南にのみや ふるさとまつり
新
鮮
な
野
菜
が
勢
ぞ
ろ
い

文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211
※いずれも未就学児は入場できません。

避難訓練コンサート
ゆく秋のジョイントコンサート

　マリンバとテノールの響宴をお楽しみく
ださい。公演中に避難訓練も実施します。
11月15日（日）　午後 2 時～　小ホール　入
場自由

山田和樹プロデュース シュガーシスターズ
姉妹で紡ぐ美しき日本のうた・心のハーモニー
　山田和樹さんも出演
します。
平成28年 2 月28日（日）
　午後 3 時～　小ホー
ル　全席指定　1500円

11月 7 日（土）午前10時発売
（電話受け付けは午後 1 時～）ご協力ありがとうございました

第６８回秦野たばこ祭

問い合わせ　観光課☎（82）9648

　29万人の人出でにぎ
わった今年のたばこ祭。
各行事への参加や清掃
ボランティアなど大勢
の皆さんのご協力、ま
た、協賛金や花火募金
にも多大なご支援をいただき、ありがとうございました。
協賛金　約2521万円　花火募金　約241万円

紅
葉
が
美
し
い
大
山
寺
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り課☎（82）9603
●ロコモ予防のカラダづくり講座

◇12月 1 日（火）　総合体育館　
◇ 8 日（火）　サンライフ鶴巻　いず
れも午前10時～正午　 各日40歳以
上60人（申込み先着順）　 健康づく
り課☎（82）9603
●どならない子育て練習講座

12月 5 日（土）　午後 1 時～ 3 時　
保健福祉センター　 上手な褒め

方、叱り方など　 第 1 子が 4 ～ 8
歳の保護者40人（申し込み先着順）　
※保育あり（ 3 歳未満は有料）　 こ
ども育成課こども若者相談担当☎

（82）6241

図書館☎（81）7012
●赤ちゃんといっしょのおはなし会

11月 6 日（金）　◇午
前10時～10時半　 0 ～ 1
歳児と保護者10組　◇午
前11時～11時半　 1 ～ 3 歳児と保護
者10組　いずれも申し込み先着順
●映画会

◇11月 7 日（土）　午前10時～正午
　「ニューシネマ・パラダイス」（洋
画）　◇21日（土）　午後 3 時半～ 4
時半　「セロ弾きのゴーシュ」（アニ
メ）　 各日80人（当日先着順）
●おはなし会

◇11月 7 日（土）　「その実なん
の実」など　◇14日（土）　「 3 びきの
くま」など　◇21日（土）　「もりのな
か」など　◇28日（土）　英語のおは
なし会　いずれも午後 2 時半～ 3 時
　 各日30人（当日先着順）
●書庫散歩

11月11日（水）　18日（水）　午後 2
時～ 3 時　 普段入れない地下書庫
などの見学　 各日18歳以上10人

（申し込み先着順）
●文学講演会
　「小倉百人一首とその札の変遷」

11月28日（土）　午後 1 時半～ 3 時
　講師　津久井勤氏（全日本かるた
協会理事）　 80人（申し込み先着順）
広畑ふれあいプラザ☎（77）6061
●ふれあいのつどい

11月14日（土）　午前10時～午後 3
時　 利用者の演奏、展示など
くずはの家☎（84）7874
●自然素材のクリスマスリース作り

11月27日（金）　午前 9 時半～正午
　 24人（申し込み多数のときは抽
選）　 500円　 11月 8 日（日）まで
●集めて作ろう種子コレクション

11月28日（土）　午前 9 時半～11時
半　 小学生以上30人（申し込み先
着順・小学 2 年生以下は保護者同伴）

450人（講演は申し込み先着順）　
人権推進課☎（82）7618

2795

●家庭相談員
勤務内容　子供の生活習慣や育児、
不登校、教育などの相談　人数　 1
人　勤務日など　週 4 日（土曜日を
含む）　午前 9 時～午後 4 時または
午後 1 時～ 7 時　報酬　月額16万
7900円　任用期間　平成28年 1 月 4
日～ 3 月31日　 次のいずれかに該
当する方　◇大学、短期大学、専門
学校で、児童福祉、社会福祉、教育、
心理学に相当する課程を卒業した、
または相談員として必要な学識経験
があり、社会福祉施設などで勤務経
験がある　◇臨床心理士などで発達
検査ができる　 履歴書を11月17日

（火）までに保健福祉センター 1 階こ
ども育成課こども若者相談担当へ本
人が持参　※後日面接と小論文あり
　 こども育成課こども若者相談担
当☎（82）6241
●障害福祉課窓口の事務員
勤務内容　窓口事務、入力など　人
数　 １ 人　勤務日など　週 4 日　午
前 9 時～午後 5 時　報酬　時給910
円　 事前に電話し、履歴書を11月
11日（水）までに〒257−8501障害福
祉課へ郵送または持参　※17日（火）
に面接　 障害福祉課☎（82）7616

2795

●健康体操教室
12月 1 日～ 2 月 2 日の火曜日（12

月29日、 1 月12日を除く）　全 8 回  
　午後 1 時半～ 3 時　 東公民館　

高校生以上50人（申し込み先着順）
　 3200円　 11月 5 日（木）〜　
スポーツ振興財団☎（84）3376
●バドミントンダブルス交歓会

12月 2 日（水）　午前 9 時～正午　
総合体育館　 初・中級者25組（申

し込み先着順。単独参加可）　 1
人500円　 11月 4 日（水）〜　 ス
ポーツ振興財団☎（84）3376

2795

●献血
◇11月 3 日（火）　午前10時～11

時半、午後 0 時半～ 3 時半　カルチ
ャーパーク第 2 駐車場　◇ 8 日（日）
　14日（土）　22日（日）　午前10時～
11時半、午後 1 時～ 4 時　イオン秦
野ＳＣ　 健康づくり課☎（82）9603
●薬剤師などによる講演会「これで
　わかった　お薬とのいい関係」

11月12日（木）　午後 2 時～ 3 時半
　 本町公民館　 60人（申し込み
先着順）　※申し込み時に質問を受
け付け　 健康づくり課☎（82）9603
または国保年金課☎（82）9613
●はだの野菜ヘルシー料理講座

11月25日（水）　午前10時～午後 1
時半　 保健福祉センター　 大根
と牛肉のプルコギ風　 30人（申し
込み先着順）　 500円　 健康づく

ステム）を通じて発信した内容を、
市の防災行政無線で自動放送される
か確認します。　 11月25日（水）　
午前11時～　放送内容　「これは試
験放送です」を 3 回繰り返す　 防
災課☎（82）9621

●就職を支援　個別カウンセリング
11月11日（ 水 ）　18日

（水）　午前10時～午後
4 時（正午～午後 1 時を
除く）　 市ふるさとハローワーク

（秦野駅前農協ビル 3 階）　 適職発
見、求人情報の検索・活用、応募書
類の書き方、面接トレーニングから
1 つを選択　 1 人 １ 時間以内　 市
内在住の18～65歳の求職者 5 人（申
し込み先着順）　※18日は女性のみ。
保育あり（予約制）　 電話で予約し、
市役所西庁舎 1 階産業政策課または
市ふるさとハローワークへ　 産業
政策課☎（82）9646
●わかりやすい労働法基礎講座

◇11月11日（水）　職場のトラブ
ル予防のために　◇18日（水）　労働
契約終了と職場のトラブル　◇20日

（金）　派遣をめぐるトラブルと法改
正のポイント　いずれも午後 6 時半
～ 8 時半　講師　山本圭子氏（法政
大学講師）　 県立西部総合職業技
術校　 50人（申し込み先着順）　
産業政策課☎（82）9646またはかなが
わ労働センター湘南支所☎（22）2711
●明るい選挙推進大会

11月13日（金）　午後 2 時～ 3 時半
　 文化会館　 功労者へ感謝状の
贈呈、講演など　 選挙管理委員会
事務局☎（82）9661
●人権・男女共同参画を考える会

11月28日（土）　午後 1 時～ 4 時　
文化会館　 小・中学生人権作品

の表彰式、一龍斎春水氏（講談師）が
語る「童謡詩人・金子みすゞ」　

●火災に注意しましょう
　空気が乾燥する季節になりました。
家の周りは整理整頓をして、燃えや
すいものは置かないようにしましょ
う。また、住宅用火災警報器を設置
し、10年を目安に交換しましょう。
　 予防課☎（81）5240
●11月から 1月まで実施
　保育こども園課の土曜開庁
　今年から、 1 カ月早く土曜開庁を
実施します。なお、第 3 土曜日は行
わず、翌日の日曜日に実施します。
　 保育こども園課☎（82）9606
●虐待かもと思ったら
　ダイヤル189へ
　児童虐待の通報や相談窓口となる
全国共通ダイヤル「189（いち早く）」
が、 7 月にスタートしました。最寄
りの児童相談所にいつでも電話がつ
ながります。　 こども育成課こど
も若者相談担当☎（82）6241
●交通スリム化キャンペーンはだの
　徒歩や自転車・公共交通機関の利
用、エコドライブの実践などにご協
力ください。ツイッターのアカウン
トを持っている方は、「＃はだのエ
コ通勤」を付けて取り組みをツイー
トしてください。　期間　11月 9 日 

（月）～14日（土）　 公共交通推進課
☎（82）9644
●通行止めになります
　東名秦野中井Ｉ

インターチェンジ

Ｃの下り出口
　道路補修工事のため、
下り方面の高速バスも
停車しません。ご協力を
お願いします。　 11月16日（月）～
18日（水）　午後 8 時～翌日午前 6 時
　※雨天のときは順延　 国県事業
推進課☎（82）5746または公共交通推
進課☎（82）9644
●テスト放送を実施　防災行政無線
　国がJ－アラート（全国瞬時警報シ

市議会第 3回定例会が終わる
　 9 月18日から10月21日まで開催され、議案など29件が審議・議決されま
した。主な内容は、次のとおりです。
個人番号の利用事務を定める条例を制定
　「マイナンバー法」に基づき、本市が個人番号を利用する事務について定
めました。
教育委員会の委員を選任
　委員の任期満了に伴い、 山惠一氏が選任されました。

　国民健康保険税第 6期の納期限
は、11月30日（月）です。

市民税課☎（82）5129または債権
回収課☎（82）5134
納付書をなくしたときは、連絡し
てください。

税 の 納 期 限固定資産評価審査委員会の委員を再任
　委員の任期満了に伴い、髙橋泉氏が
再任されました。
監査委員を選任
　前任者の任期満了に伴い、諸星光氏
が選任されました。

企画課☎（82）5101 諸星光氏山惠一氏

＝とき　 ＝ところ　 ＝内容　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用
＝申し込み　 ＝締め切り　 ＝問い合わせ
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救マークが新しくなりました

催し案内
定期演奏会　11月 7 日（土）　午前11時～午後 3 時
半　文化会館　秦野邦楽会・星☎（75）2531
市ダンス連盟パーティー　11月 7 日（土）　午後 5
時～ 9 時　本町公民館　1500円　山田☎（78）1267
公民館巡回コンサート　11月 8 日（日）　午後 2 時
～ 4 時　堀川公民館　120人（当日先着順）　プレ
イバックʼ70フォーク夢・田栗☎（75）0229
パソコン無料相談　第 2 ・ 4 火曜日　午前10時～
正午　保健福祉センター　シルバー人材センター
パソコン研究会・渋谷☎080（6566）5635
和泉会展（油彩・水彩画）　11月13日（金）～15日

（日）　午前 9 時～午後 5 時（13日は午後 1 時～、
15日は午後 4 時まで）　文化会館　小泉☎（75）0888

家事家計講習会　11月20日（金）　午前10時～11時
半　本町公民館　20人（申し込み先着順）　400円
　小田原友の会・伊藤☎090（6820）7544
パッチワークサークルキルト展　11月25日（水）～
29日（日）　午前10時～午後 5 時（25日は午後 1 時
～、29日は午後 4 時まで）　宮永岳彦記念美術館
　北村☎（77）1952
その他
全国親の会　11月15日（日）　◇体験談と質疑応答
　午前10時半～午後 1 時　◇グループディスカッ
ションなど　午後 2 時～ 4 時15分　横浜市教育会
館（横浜市西区紅葉ケ丘53）　ひきこもりなど子供
の悩み　400人（申し込み先着順）　※保育あり（午
前10時～午後 1 時・予約制）　NPO法人SEPY倶
楽部☎03（3942）5006
市民活動サポートセンターの催し　◇市民パソコ
ン講座「年賀状をつくろう」　11月18日（水）　午前

10時～午後 4 時　 8 人（申し込み先着順）　500円
　◇秦野のシニア　自転車日本一
周報告会　23日（月）　午後 1 時半
～ 3 時　60人（申し込み先着順）
　◇はじめての絵手紙年賀状　28日（土）　午後 1
時半～ 3 時半　12人（申し込み先着順）　200円　
いずれも市民活動サポートセンター（保健福祉セ
ンター内）☎（83）1760へ
県の中小企業制度融資　資金が必要な中小企業は、
県信用保証協会が公的な保証人となり、銀行など
の金融機関から低金利で融資が受けられます。　
県金融課☎045（210）5677
女性活躍推進法が施行されました　常時雇用する
労働者数が301人以上の企業は、平成28年 4 月 1
日までに、女性の活躍推進に向けた行動計画の策
定などに取り組むことが義務付けられます。　神
奈川労働局雇用均等室☎045（211）7380

みんなの
市内の公共施設を利用

堀川公民館☎（87）4111
包丁研ぎと扱い方　11月 6 日（金）　午前 9 時～11
時半　15人　150円
紅茶の秋色シフォンケーキ作り　11月20日（金）　
午前 9 時半～正午　20人　800円
鶴巻公民館☎（76）0463
防災･減災体験講座　11月14日（土）　午前 9 時半
～午後 1 時　ビニール袋で炊飯、災害時のトイレ
体験など
シニア ヨガ　11月18日（水）、25日（水）の全 2 回
　午前10時～11時　60歳以上15人　300円
南が丘公民館☎（84）6411
ミニ写真展「日本の祭り・秋」　11月15日（日）まで
洋書絵本展　11月 5 日（木）～20日（金）　午前 9 時
半〜午後 5 時
丘の人形劇「魔女のたまご」　11月 6 日（金）　午前
10時～11時　100人（当日先着順）
東公民館☎（82）3232
がらがらどん　11月16日（月）　 12月 7 日（月）　
午前10時～、11時～　各回 4 歳以下の親子 8 組
年賀状に使える消しゴムはんこ作り　11月24日

（火）　午前10時～正午　10人　750円
古道・大山道を歩く　11月28日（土）午前 8 時半蓑

午前 9 時半～11時　65歳以上10人　各日400円
大根公民館☎（77）7421
リズムに合わせて健康体操　11月 5 日

（木）　19日（木）　午前10時～11時半　65
歳以上　500円
絵本の読み聞かせ　11月14日（土）　午後 1 時半～
2 時　「おしくらまんじゅう」など
渋沢公民館☎（87）7751
初心者パソコン何でも相談　11月22日（日）　午後
1 時半～ 3 時半　パソコン持参
介護予防講座｢落花生のお菓子作り｣　11月25日

（水）　午前10時～11時半　65歳以上20人
渋沢丘陵散策「震生湖方面」　11月26日（木）午前 9
時渋沢駅改札前集合～午後 3 時　15人　150円
南公民館☎（81）3001
アクティブ65南｢コーヒーの入れ方｣　11月18日

（水）　午後 1 時半～ 3 時　65歳以上20人　100円
パソコン何でも相談　11月24日（火）　午後 1 時半
～ 3 時半　パソコン持参
消しゴムスタンプで年賀状　12月 １ 日（火）　午前
10時～正午　10人　800円
ほうらい会館☎（81）8310
エコバンドで作るクリスマスリース　11月19日

（木）　午前 9 時半～午後 3 時半　10人　600円
健康講座「手先を使って認知症予防」　11月24日

（火）　午後 1 時半～ 3 時　アクセサリー作り　20
人　100円

毛バス停集合～午後 3 時　20人　550円
本町公民館☎（84）5100
高齢者くらしのミニ講座　11月11日（水）　午後 １
時半～ 3 時　手先を使って小物作り　20人　100円
パソコン講座　11月12日（木）「気をつけよう　楽
しもうインターネット」、13日（金）「インターネッ
トの危ない世界」の全 2 回　午前10時～午後 0 時
半（13日は正午まで）　10人　600円
上公民館☎（87）0212
リフレッシュ教室　11月18日（水）　午後 1 時半～
3 時半　軽い体操と楽しい会話　10人
親子折り紙教室　11月21日（土）　午前
9 時～11時半　親子10組（単独参加可）
　400円
西公民館☎（88）0003
本の会「スポーツの秋」　11月13日（金）　午前10時
半～正午　読書会　10人　150円
やまなみ人形劇「光の森とトロルの実」　11月25日

（水）　午前10時～11時　親子50組
公民館まつり　11月28日（土）　29日（日）　午前 9
時半～午後 3 時　発表会、作品展、模擬店など
北公民館☎（75）1678
絵本とお友だち　11月 9 日（月）　午前10時半～11
時半　未就学児の親子20組（当日先着順）
里山カフェ　11月10日（火）　午前 9 時半～11時半
　お茶を飲みながら楽しく会話　100円
ポールウオーキング　11月11日（水）　18日（水）　

　施設内にＡＥＤがある
ことを示す「救マーク」。
ＡＥＤが利用できる時間
などで 3 色に色分けしま
した。

警防対策課☎（81）8020

公共施設の低利用時間帯の有効活用

シニアライフを楽しもう

　施設の維持管理費を軽減するため、夜間帯の定期利用（営
利目的も可）を試行します。利用の条件などを検討するため、
事前に利用を希望する方の提案を募集します。
対象施設　保健福祉センター、曲松児童センター　利用内容　学習や教養、
体力向上のための講座など　提出方法　募集要項（市役所 5 階公共施設再配
置推進課、市ホームページにあります）内の提案書を、11月16日（月）までに
〒257−8501公共施設再配置推進課へ郵送または持参　※後日面談あり　注
意　利用者の募集ではありません

公共施設再配置推進課☎（82）5122

健康相談会　 11月 9 日（月）　午前10時～11時半　 西公
民館　健康長寿は健口から　 11月11日（水）　午前10時～
11時半　 曲松児童センター　 口の健康管理　 65歳以
上20人（申し込み先着順）　身体のコリをほぐしましょう　

11月12日（木）　午前10時～11時半　 湘南老人ホーム（下大槻1169− 2 ）　
65歳以上15人（申し込み先着順）　介護者のつどい　 11月12日（木）　午前

10時～11時半　 ライフプラザ鶴巻　 20人（申し込み先着順）　囲碁サロン
　 11月12日（木）　午後 1 時～ 3 時　 サブセンターむつみ（平沢370− 3 ）
　入場自由　 65歳以上　音楽の力　 11月16日（月）　午後 1 時半～ 3 時　

広畑ふれあいプラザ　 みんなで音楽を楽しむ　 65歳以上15人（申し込
み先着順）　健康チェック・健康講座　 11月17日（火）　午前10時～11時　

みんなのサロンなつめ（戸川702）　 65歳以上　認知症とその予防につい
て　 11月18日（水）　午前10時～11時半　 西公民館　 65歳以上20人（申
し込み先着順）　暮らしにアロマを　 11月20日（金）　午前10時～11時半　

ライフプラザ鶴巻　 65歳以上15人（申し込み先着順）　 500円　知って
得する介護講座　 12月 4 日（金）　午後 1 時半～ 3 時半　 保健福祉セン
ター　 介護に備えてメンタルケアを学ぶ　 30人（申し込み先着順）

高齢介護課☎（82）7394

施
設
関
係
者
の
み
利
用
可

時
間
な
ど
の
制
限
で
利
用
可

24
時
間
利
用
可

提案
募集

平成27年（2015年）11月 1 日広報　　　


	271101_1
	271101_2
	271101_3
	271101_4-5
	271101_6
	271101_7
	271101_8
	271101_orikomi
	271101_orikomi1
	271101_orikomi2




